
予防接種の留意点 

・予防接種を受けることができない人 

1.明らかに発熱（通常３７．５℃以上）のある人 

2.重い急性疾患にかかっている人 

3.その日に受ける予防接種によって、または予防接種に含まれる成分で、アナフィラキシー

（※）を起こしたことのある人 

※アナフィラキシー：接種後約３０分以内に起こる、ひどいアレルギー反応のこと。大量に発

汗する、急に顔がはれる、全身にひどいじんましんが出る他、吐き気、おう吐、声が出にくい、

息苦しさ等の症状に続きショック状態に陥るような、激しい全身反応のこと。 

4.BCG 接種の場合：予防接種・外傷などによるケロイド（皮膚に受けた傷が後になって盛り

上がってくる状態）が認められる人 

5．B型肝炎予防接種の場合：母子感染予防で出生後にB型肝炎ワクチン接種を受けた者 

6．ロタ予防接種の場合：腸重積症の既往歴が明らかな人、先天性消化管障害を有する人 

5.その他、医師が不適当と判断した人 

 

・ 予防接種を受ける際に注意が必要な人 

1.心臓病、じん臓病、肝臓病、血液の病気や発育障害などで治療を受けている人 

2.以前に予防接種を受けたとき、２日以内に発熱、発疹、じんましんなどアレルギーと思わ

れる異常が見られた人 

3.今までに、けいれん（ひきつけ）を起こしたことがある人 

4.過去に免疫不全の診断をされた人 

5.卵成分、抗生物質、安定剤などにアレルギーがあると言われたことのある人（ワクチンの

製造過程で、これらの成分が入るワクチンがあるため） 

５妊娠中に生物学製剤もしくは免疫抑制薬投与を受けていた母体から生まれた人 

6.ＢＣＧ接種の場合、家族に結核患者がいて長期に接触があった場合など、過去に結核に

感染している疑いのある人 

 


